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区 分 総 額会社等研究機関大学等
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東 京 電 ノノ ㈱
ア ン リ シ ㈱
沖電気工業鶴
関 西 電 力 掬
三 洋 電 機蝿
シ 十 一 ゾ ㈱
セイゴー電子工業㈱
東洋通信機㈱




富 士 通 ㈱
松下電器産業㈱
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について･ ･ ･ ･ ･ ･中央と太いパイプを繋ぐ-ことを過
度に意識しており、その点で、 これまでの東北
開発の路線を脱却したものとばいえ雄い･今日
そして今後求められるのは、そのような発想・
路線を克服したものでなければならない。折し
も、中央主導の経済成長路線、工業開発路線に
対する深刻な反省が求められているときであ
る。中央化されない東北固有のもの－自然資
源、歴史、文化、伝統など－に依拠した東北
開発構想こそ、今日そして今後求められている
のではなかろうか。
－61 －
